
Ⅴ 成果目標と主な整備効果事例
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区分
供用（予定）

Ｈ19 Ｈ22 Ｈ26
未供用

高規格道路

地域高規格道路

新市町境界

旧市町村境界

▼凡例

東広島・安芸BP全線供用時
（山陽道通行止時）

Ｈ２２年度末圏域
（通常時）

東広島・安芸バイパス利用

東広島呉道路，矢野安浦線利用

A

B

1 広 島 市 へ の ア ク セ ス 性 の 向 上 5

1 広 島 空 港 ア ク セ ス の 改 善 効 果  41 井 桁 状 の 高 速 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 効 果  

（2）尾道市を基点とした時間短縮効果

・広域的な交流・連携基盤の構築に向けて，井桁状の高速道路ネットワークの整備を進めます。

（1）広島空港アクセスの時間短縮効果

53 分 51 分 

※中四国における広島空港利用者全体の平均 

H22 H26 

62 分 

46 分 

H22 H26 

▲広島空港利用者の一人当たり 
平均アクセス時間短縮 

※短縮時間が 5分以上の地域の平均 

尾道松江線 
東広島・呉自動車道

未供用時 

尾道松江線 
東広島・呉自動車道 

未供用時 

※市町別の空港利用者数は「平成 21 年度航空旅客
動態調査（国土交通省航空局）」を基に設定 

※所要時間は H17 道路交通センサスにより算出 

短縮時間が 5 分
以上の地域だけ
でみると・・・ 

・観光客の増加に向けて尾道市から松江市の間の広域的な連携が促進され，観光交流人口の拡大などに貢献します。
・Ｈ22末からＨ26末において尾道市を起点とした時間短縮効果は次のとおりです。（ただし，Ｈ22末は尾道松 江線及び東広島・呉自動
  車道の全区間を未供用と設定しています。）

▲尾道市を起点とした交流拡大に向けた 
平均移動時間の短縮 

119 分 114 分 

H22 H26 

※中四国全体の平均 

159 分 

112 分 

H22 H26 

※短縮時間が 5分以上の地域の平均 

尾道松江線 
東広島・呉自動車道 

未供用時 

尾道松江線 
東広島・呉自動車道 

未供用時 

※市町別の人口は H17 国勢調査結果を基に設定 
尾道市を起点とした時間短縮効果

広島空港アクセスの時間短縮効果

3

・高速道路等の交通渋滞に弱い空港アクセスという課題を踏まえ，広島県内における代替ルート（リダンダンシー）を確保するため，関
  連する事業を整備推進します。
・特に大きな課題となっている広島市方面からのアクセスについては，山陽自動車道の一部が通行止めになった場合に，広島空港へ
  60分で到達可能な圏域の拡大に向けて，整備推進します。（国道2号東広島・安芸バイパスは全線供用（Ｈ28以降の予定），起点は，市・
  区役所又は役場としました。）

広島空港60分交通圏

▲広島空港 60 分圏における広島空港年間利用者数（推計） 
（H22 通常時広島東 IC～志和 IC利用を対象） 

128 万人 
（100） 

64 万人 
（50） 

H22 通常時 東広島・安芸バイパス 
全線供用時 

0 万人 
（0） 

H22 

※（ ）：H22 通常時を 100 とした場合 

山陽道（広島東 IC～志和 IC）
通行止時 

・山陽自動車道（広島東IC～志和IC）を利用し広島空港に60分以内で到着
  する空港利用者数　　　　　　　
　　→128万人
・山陽自動車道（広島東IC～志和IC）通行止時に広島空港に60分以内で到
  着する空港利用者数　
　　→0人
・山陽自動車道（広島東IC～志和IC）通行止時に代替ルートを利用し広島
  空港に60分以内で到着する空港利用者数　
　　→64万人

（代替ルート（リダンダンシー）の確保）

・広島市を中心とした2時間交通圏（人口）が次のとおり拡大します。

広島市2時間交通圏カバー人口  
H22 末 545 万人 
H26 末 555 万人 
 

広島空港短縮時間圏域
〔Ｈ22末(尾道松江線，東広島・呉自動車道未供用)とＨ26末の比較〕

:アウトカム集計対象市町村
（広島空港利用者が存在する市町村）

県境界

旧市町村境界

▼凡例

区分
供用（予定）

Ｈ19 Ｈ22 Ｈ26
未供用

高規格幹線道路

地域高規格道路

※広島県外は高規格幹線道路のみ表示

５～１０分未満短縮圏域

２０分未満短縮圏域

３０分未満短縮圏域

３０分以上短縮圏域

旧市町村数

５

３７

４

２４

尾道市短縮時間圏域
〔Ｈ22末(尾道松江線，東広島・呉自動車道未供用)とＨ26末の比較〕

県境界

旧市町村境界

▼凡例

区分 供用（予定）
Ｈ19 Ｈ22 Ｈ26

未供用

高規格幹線道路

地域高規格道路

※広島県外は高規格幹線道路のみ表示

５～１０分未満短縮圏域　　　　　

２０分未満短縮圏域

３０分未満短縮圏域

３０分以上短縮圏域

旧市町村数

３

３２

４

４２

広島空港60分交通圏
H22末山陽自動車道（広島東IC～志和IC）利用エリア（通常時）
（交通量推計より）

※東広島・安芸バイパス全線供用時は，山陽自動車道（広島東IC～
　志和IC）通行止時を想定している。
※広島空港アクセスとして，主に山陽自動車道（広島東IC～志和IC）
　を利用　する市町を対象。

県境界

旧市町村境界

▼凡例

Ｈ２２年度末圏域

Ｈ２６年度末圏域（2時間）

(参考) Ｈ２６年度末圏域（2時間半）

区分
供用（予定）

Ｈ19 Ｈ22 Ｈ26
未供用

高規格幹線道路

地域高規格道路

※広島県外は高規格幹線道路のみ表示
※H17道路交通センサス旅行速度
及び規制速度に基づき算定

・過去の広島空港利用者の分布を踏まえた，H22末からH26末における広島空港へのアクセスの時間短縮効果は次のとおりです。
  （ただし，Ｈ22末は，尾道松江線及び東広島・呉自動車道の全区間を未供用と設定しています。）
・広島空港までのアクセス時間の短縮効果により，広島空港の利用者数の増加が期待されます。

※所要時間はH17道路交通センサスにより算出

※市区町別の空港利用者数は「平成21年度航空旅客動態調査
（国土交通省航空局）」及びH22年度広島空港搭乗者数を基に
　設定（年間利用者数）
※所要時間は交通量推計により算出

※市町別人口は，Ｈ17国勢調査結果を基に設定
※高規格幹線道路及び広島高速道路は規制速度，その他はH17道路交通センサス混雑時旅行速度により算出
※全体の所要時間は10分未満を切り捨て

短縮時間が 5 分
以上の地域だけ
でみると・・・ 

4%4%減

2626%減

3030%減

4%4%減


